
広報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
R

L
http://w

w
w
.tow

n.w
akasa.tottori.jp

発

　行

　日

平
成
28
年
2
月
5
日

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

E
-m

ail  furusato@
tow
n.w
akasa.tottori.jp

〒
6
8
0
｜
0
7
9
2  

鳥
取
県
八
頭
郡
若
桜
町
大
字
若
桜
8
0
1
｜

5

☎
0
8
5
8（
8
2
）2
2
3
1

　F
A
X 

0
8
5
8（
8
2
）0
1
3
4

編
集
・
発
行
／

若
桜
町
役
場 

ふ
る
さ
と
創
生
課

2016年

再生紙
を使用しています。

2
月号

わ
か
さ

講師：沼田 正俊氏 （元林野庁長官）

～木材、木質バイオマスの積極的活用～
「林業の成長産業化と地方創生」

【日時】　平成28年3月5日（土）
　　　　13時30分～
【場所】　若桜学園「さくらホール」

【主催】　若桜町・八頭中央森林組合

今月のイベ
ント告知

若桜町 森
林・林業

フォーラム

2/21 日

2月29日（月）
税金・
保険料

2月の2月の

納期限

こんにちは
移動町長室

1,446戸（△1）

（平成28年１月１日現在）
住民基本台帳に記載された外国人を含む

世帯

3,505人（△7）人口 男性／1,658人（△3）
女性／1,847人（△4）

毎月第3水曜日は、ノーマイカーデーです

　　　 ◆第21回西日本雪合戦大会
　　　　6日㊏
　　　　7日㊐
  7日㊐◆休日がん検診

  9日㊋◆人権相談

　　　 ◆行政相談

　　　 ◆法律相談

9日㊋・16日㊋・23日㊋・3月1日㊋
　　　 ◆消費生活相談

18日㊍◆障がい者相談

20日㊏◆伝統的建造物群保存対策調査中間報告会

  3日㊍◆乳幼児健診

  5日㊏◆若桜町森林・林業フォーラム

  6日㊐◆わかさの保健医療を考える集い

12時45分～受付

13時30分～

13時～15時30分

【保健センター】

【若桜学園さくらホール】

　【若桜町公民館】

時間／9時～11時
場所／糸白見（糸白見公民館）

今月
の

※たばこは若桜町内でお買い求めください。（若桜町の税収となります）

人口と世帯数（対前月増減）

森林･林業フォーラム

子育てひろば　おもちゃ作り
2月16日（火） 10時～12時 ゆうゆうわかさ２階

乳幼児相談
2月23日（火） 13時30分～16時

ゆはら温泉の日 入浴料半額 
2月18日（木）

遊びの広場
毎週火・木曜日 ９時30分～12時 ゆうゆうわかさ２階

ゆはら温泉

□ 固定資産税（第４期）
□ 後期高齢者医療保険料（普通徴収）（第４期）

３月

2月の行事予定

【ふれあい広場　
　　　（旧若桜中学校校庭）】

　　　  12時30分～
　　　  8時40分～

8時30分～10時受付

9時～12時

9時～12時

13時30分～16時

9時～16時

9時～12時

14時～16時

【保健センター】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【若桜町公民館集会室】

子育て支援センター  

町内在住の飲酒
運転違反者
（平成27年
４月１日～12月31日）

1人郡家警察署
管内

保健センター

C
ontents

2月
号

2016年

み
ど

り
と

清
流

の
ま

ち
『

若
桜

』

確
定
申
告
相
談
日
程
の
お
知
ら
せ

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
税
法
上
の

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
は
連
絡
を

平
成
28年

若
桜
町
成
人
式

南
三
陸
町
レ
ポ
ー
ト

020304

軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正
に
つ
い
て

緊
急
情
報
カ
ー
ド
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

高
齢
者
肺
炎
球
菌
　
予
防
接
種
を
お
忘
れ
な
く

ま
ち
の
わ
だ
い

地
域
お
こ
し
協
力
隊
レ
ポ
ー
ト

0506070809

１
月
３
日（
日
）、若

桜
町
公
民
館
で
成
人
式
を
開
催
し
、37
名
の
新
成
人

を
祝
い
ま
し
た
。新
成
人
の
皆
様
、ご
家
族
の
皆
様
、心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

１
月
３
日（
日
）、若

桜
町
公
民
館
で
成
人
式
を
開
催
し
、37
名
の
新
成
人

を
祝
い
ま
し
た
。新
成
人
の
皆
様
、ご
家
族
の
皆
様
、心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
28年

若
桜
町
成
人
式

成人健康相談
3月4日（金） 9時～12時

若桜町

特
別
講
演

入場
無料

※お車での来場は中之島公園臨時駐車場へ
　シャトルバス送迎

　　　　13時30分～
【場所】　若桜学園「さくらホール」

【主催】　若桜町・八頭中央森林組合

※お車での来場は中之島公園臨時駐車場へ
　シャトルバス送迎
※お車での来場は中之島公園臨時駐車場へ
　シャトルバス送迎



日 月 火 水 木 金 土

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15

予備日

須澄・岩屋堂
吉川

新町・山田町

三倉・上高野
高野・浅井

上町・中町・下町

寺所・馬場
内町

あかまつ団地

西町・若葉団地

赤松・来見野
諸鹿

農人町
口屋堂羅
屋堂羅

（保健センター）

（池田分館）

（保健センター）

（保健センター）

（保健センター）

（保健センター）

（保健センター）

（保健センター）

（保健センター）

※（　　　）内は、申告会場です。
※�地域指定をさせていただいておりますが、
　ご都合が合わない場合は、予備日をご利用ください。

予備日
午後は3時まで

予備日

栃原・中原
加地

予備日

予備日

大野・小船
落折・久曽木

予備日

香田・長砂
湯原・渕見
茗荷谷・𣇃米

予備日

大炊・岸野
糸白見・根安

予備日

（保健センター）

（保健センター）

（池田分館）

（保健センター）

（保健センター）

（池田分館）

（保健センター）

（保健センター）

（保健センター）

（保健センター）

（保健センター）

平成27年分

確定申告相談日程のお知らせ

２ 月

３ 月

期間　２月16日（火）～３月15日（火）　　時間　午前／９時～11時　午後／１時～４時
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個人番号カードを
紛失した場合は連絡を！

お問い合わせ　　役場町民福祉課　☎(82)2233　IP☎9(82)2232

お問い合わせ・申請先　　役場町民福祉課　☎(82)2232　IP☎9(82)2232

　現在交付されている個人番号カード、及び通知カードには、個人番
号のほか住所・氏名・性別・生年月日などの情報が記載されているため、
大切に保管・管理して頂く必要があります。
　個人番号カードを紛失した場合、カードが利用できないように運用を
停止することが出来ます。運用停止のお手続きについては、個人番号カー
ドコールセンターまで連絡ください。
　通知カード、及び個人番号カードの紛失届、再発行の届出につきまし
ては、役場町民福祉課で手続きをしてください。

（マイナンバー）

要介護認定を受けている方の
税法上の障害者控除について

　障害者手帳等をお持ちでない方で、基準日（毎年12月31日）に要介護（要支援）の認定を受けてい
る65歳以上の方は、申請に基づき　「障害者控除対象者認定書」　を交付します。
　所得税および住民税（町県民税）を申告する際に、この認定書を提示することにより、本人及びその
扶養者が「障害者控除」または「特別障害者控除」の対象となります。

※要介護（要支援）の認定を受けていても、65歳未満の方は対象となりません。
※本人及び税法上の扶養親族が非課税で税の申告が必要ない場合は、申請の必要はありません。
※�身体障害者手帳等で控除を受けている方でも、手帳等と認定書の区分（障害者・特別障害者）が異なる場合、控
除額の多い方で申告できる場合があります。

　基準日（毎年12月31日）現在で町内に在住する65歳以上の方で、次の①②のいずれにも該当する方
（ただし、年の途中で死亡された場合は、その死亡日が基準日）

①要介護または要支援の認定を受けている方
②�身体障害者手帳（１，２級）、療育手帳（Ａ）、精神障害者保健福祉手帳（１級）をお持ちでない方
で、要介護３以上程度の認定を受けている方

障害者控除対象者認定書交付対象者

【個人番号カードコールセンター】

☎0570-783-578
　(ナビダイヤル)
平　日：8時30分～22時
土日祝：9時30分～17時30分
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南
三
陸
町
は
宮
城
県
の
北
東
部
、
海
と

山
に
囲
ま
れ
た
人
口
１
３
，
８
０
６
人
の

町
で
す
。
平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
死
者
６
２
０
人
、
行
方
不

明
者
２
１
２
人
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
こ
の
町
の
役
場
で
、
私
は
平
成
27
年

４
月
か
ら
派
遣
職
員
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。

　

復
興
市
の
開
催
、
沿
岸
部
の
10
ｍ
に
も

及
ぶ
嵩
上
げ
や
高
台
移
転
、
道
路
整
備
や

南
三
陸
病
院
・
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
完

成
等
、
復
興
事
業
は
日
々
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
農
地
の
復
旧
は
難
し
く
、

鉄
道
は
未
復
旧
で
あ
り
、
ま
た
、
町
内
に

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
な
く
、
未
だ
に

多
く
の
方
が
仮
設
住
宅
で
生
活
を
送
ら
れ

て
い
ま
す
。
人
口
も
震
災
前
と
比
較
し
て

３
，
８
０
０
人
以
上
も
減
少
し
ま
し
た
。

震
災
前
は
映
画
に
出
て
く
る
よ
う
な
の
ど

か
で
美
し
い
港
町
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た

が
、
現
在
は
多
く
の
工
事
車
両
が
行
き
来

し
、
盛
土
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
変
わ
り
ゆ

く
景
色
の
中
、
多
数
の
町
職
員
が
犠
牲
と

な
っ
た
防
災
対
策
庁
舎
は
、
骨
組
み
の
み

と
な
っ
た
姿
で
静
か
に
佇
み
、
津
波
の
恐

怖
や
遺
族
の
悲
し
み
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

南
三
陸
町
は
、
田
束
山
（
た
つ
が
ね

さ
ん
）
の
５
万
本
の
山
ツ
ツ
ジ
や
、
神
割

崎
（
か
み
わ
り
ざ
き
）
の
２
つ
に
割
れ
た

奇
岩
の
間
か
ら
望
む
日
の
出
な
ど
の
美
し

い
自
然
、
ウ
ニ
や
ホ
タ
テ
、
ワ
カ
メ
な
ど

の
美
味
し
い
魚
介
類
に
恵
ま
れ
、
ふ
る
さ

と
を
愛
す
る
心
あ
た
た
か
い
人
々
が
助
け

合
い
な
が
ら
暮
ら
す
と
て
も
素
敵
な
町
で

す
。
復
興
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、

早
期
の
復
興
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

▲

防災対策庁舎

37
名
が
大
人
の
仲
間
入
り

　
　
～
平
成
28
年
若
桜
町
成
人
式
～

　

1
月
3
日
（
日
）、
若
桜
町

公
民
館
で
「
平
成
28
年
若
桜

町
成
人
式
」
を
開
催
し
、
37

名
の
新
成
人
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
長
、
来
賓
の

方
々
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
を

受
け
、
新
成
人
代
表
の
津
村

星
士
郎
さ
ん
が
「
家
族
や
友
人

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
今
日
ま
で
歩
ん
で
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
十

歳
と
い
う
人
生
の
節
目
を
新
た

な
出
発
点
と
し
て
、
若
桜
町
で

過
ご
し
た
日
々
を
常
に
心
に
抱

き
な
が
ら
、
夢
に
向
か
っ
て
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
新
成
人
の
こ
と
ば
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
後
に
は
新
成

人
の
中
か
ら
立
候
補
し
た
実

行
委
員
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た

記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
会
う
恩
師
の

先
生
に
よ
る
お
話
や
、
中
学
生

時
代
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
な
ど
が

行
わ
れ
新
成
人
は
当
時
を
懐

か
し
み
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

南
三
陸
町
レ
ポ
ー
ト

南三陸町役場
町民税務課
山根あずさ
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軽自動車税の
税率改正について

　税制改正に伴い、軽自動車税の
税率が変わります。車両の種類と
最初の新規検査年月によって適用
される税額が異なります。

【参考】�車検証に記載されている「初度検査年月」が平成14年12月以前の車両が平成28年度から重課税率の対象
となり、初度検査年月が平成15年中の車両は平成29年度から重課税率の対象となります。

　平成27年４月１日から平成28年３月31日までに購入した新車（三輪以上）のうち、電気自動車や燃
費性能に優れたガソリン車で一定の要件に該当する場合、平成28年度分の軽自動車税が燃費性能の区
分に応じて、概ね25％、50％または75％軽減されます。詳しくは税務課へお問い合わせ下さい。
※この特例（軽課）は、車両の検査情報をもとに適用しますので、申請等の手続きは不要です。

○原付、125cc以上のバイク、小型特殊自動車

車両の種別 現行税額
（平成27年度）

新税額
（平成28年度以後）

原動機付自転車

総排気量50cc以下 1,000円 2,000円

50cc超90cc以下 1,200円 2,000円

90cc超125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

軽　自　動　車 二輪（125cc超250ｃｃ以下） 2,400円 3,600円

二輪の小型自動車（250cc超） 4,000円 6,000円

小　型　特　殊
農作業用 1,600円 2,400円

その他（フォークリフト等） 4,700円 5,900円

○軽自動車（三輪以上のもの）

車両の種別 現行税額
（平成26年度）

新�税�額（平成27年度以後）
重課税率

（平成28年度
より実施）

平成27年3月31日
以前に新車登録した

車　両

平成27年4月1日
以後に新車登録した

車　両

三　　輪 3,100円
現行税額と同じ

※�ただし最初の新規検
査から13年を経過
した車両は重課税率
が適用されます。

3,900円 4,600円

四輪
以上

乗用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

営業用 3,000円 3,800円 4,500円

お問い合わせ　　役場税務課　☎(82)2234　IP☎９(82)2234

グリーン化特例（軽課）
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緊
急
情
報
カ
ー
ド
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

万
が
一
の
備
え
に
！

緊
急
情
報
カ
ー
ド
に
関
す
る
ご

相
談
は
若
桜
町
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

緊急情報カード活用の流れ
①�

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の

方
（
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
も
含
む
）

②
障
が
い
の
あ
る
方

③�
健
康
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
な
ど
の

理
由
で
作
成
を
希
望
さ
れ
る
方

※�　

①
、
②
の
方
に
は
町
か
ら
案
内
通
知
を
お
送
り

し
、
後
日
、
町
職
員
が
ご
自
宅
を
訪
問
、
ま
た
は

郵
送
に
て
申
込
書
を
回
収
い
た
し
ま
す
。

　

�　

③
の
方
は
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（
完
成
品
の
配
付
は
４
月
頃
の
予
定
）

●�

急
病
時
や
災
害
時
の
速
や
か

な
対
応
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

あ
ら
か
じ
め
、
緊
急
連
絡
先
や
、
か

か
り
つ
け
医
、
持
病
や
お
薬
の
情
報
を

カ
ー
ド
に
記
入
し
て
お
く
こ
と
で
、
救

急
隊
や
医
療
機
関
で
の
速
や
か
な
対
応

に
繋
が
り
ま
す
。

　

カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
情
報
は
地
域
で

の
見
守
り
や
消
防
・
防
災
等
の
活
動

に
も
利
用
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
の

際
に
は
個
人
情
報
の
利
用
に
つ
い
て
事

前
に
同
意
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

●�

あ
わ
せ
て
更
新
手
続
き
も
行

い
ま
す
！

　

昨
年
、
す
で
に
緊
急
情
報
カ
ー
ド
を

申
し
込
ま
れ
、
カ
ー
ド
を
お
配
り
し
て

い
る
方
も
更
新
手
続
き
の
た
め
、
案
内

通
知
を
お
送
り
し
、
町
職
員
が
ご
自
宅

を
訪
問
し
ま
す
。

●�

冷
蔵
庫
に
貼
り
つ
け
保
管
し

ま
す
！

　

外
出
先
で
の
緊
急
時
に
備
え
て
携
帯

用
も
お
配
り
し
ま
す
！

お問い合わせ　　包括支援センター　☎(82)2209　IP☎9(82)2214

≪活用例≫

緊急時には
正しい情報が必要です！

専用の袋に入れて
冷蔵庫へ！

保険証サイズの
携帯用カードも
あります！

 
対�

象�

者
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お問い合わせ　　保健センター　☎(82)2214　IP☎9(82)2214

高齢者肺炎球菌
予防接種をお忘れなく！
　肺炎は死亡原因の第３位となっており、成人
の肺炎のうち１／４～１／３は肺炎球菌が原因
と考えられています。感染すると気管支炎や肺
炎、敗血症などの重い合併症を引き起こすこと
があります。
　今年度対象の方で今まで予防接種を受けた
ことのない方は、忘れずに受けてください。通
知をなくされた方は保健センターまでご連絡く
ださい。

65歳 昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生まれ

70歳 昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生まれ

75歳 昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生まれ

80歳 昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生まれ

85歳 昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生まれ

90歳 大正14年４月２日～大正15年４月１日生まれ

95歳 大正９年４月２日～大正10年４月１日生まれ

100歳以上 大正５年４月１日以前生まれ

今年度の対象者

接種
期限 ３月31日（木）まで

平成28年

　

冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
ハ
イ
ク
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
キ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
、

冬
で
も
意
外
と
生
き
物
に
出
会
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ノ
ウ
サ
ギ
だ
っ
た
り
、

鳥
だ
っ
た
り
…
。
時
に
は
、
雪
面
を

小
さ
な
ゴ
マ
粒
の
よ
う
な
も
の
が
動
い

て
い
る
の
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
昆
虫
で
、
セ
ッ
ケ
イ
カ
ワ

ゲ
ラ
の
仲
間
で
す
。
俳
句
の
世
界
で
は

「
雪
虫
」
と
し
て
春
の
季
語
、
北
ア
ル

プ
ス
等
高
山
の
も
の
は
「
雪
渓
虫
」
と

し
て
夏
の
季
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
雪
虫
、
体
長
わ
ず
か
１
cm
程
度

な
の
で
す
が
、
冬
の
氷
ノ
山
で
何
を
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
実
は
、
産
卵

場
所
と
な
る
川
の
上
流
を
目
指
し
て
い

る
ら
し
い
の
で
す
。
脚
に
か
か
る
重
力

か
ら
斜
面
の
傾
き
を
感
じ
、
太
陽
光
か

ら
方
向
を
定
め
て
い
る
と
の
研
究
結
果

が
あ
り
ま
す
。
で
、
上
流
に
た
ど
り
着

く
と
川
に
産
卵
。
卵
は
下
流
に
流
れ
、

そ
こ
で
ふ
化
し
た
幼
虫
は
落
ち
葉
の
堆

積
物
を
食
べ
て
成
長
し
、
12
月
頃
に
川

か
ら
上
陸
し
て
成
虫
と
な
り
ま
す
。
そ

し
て
ま
た
上
流
を
目
指
し
て
雪
面
を
歩

い
て
い
き
ま
す
。
そ
の
途
中
を
私
た
ち

が
目
撃
し
、
運
が
悪
け
れ
ば
ス
キ
ー
板

で
踏
ま
れ
て
し
ま
う
…
。
な
ぜ
そ
ん
な

一
生
を
送
る
の
で
し
ょ
う
か
？
小
さ
な

体
に
知
恵
と
苦
労
（
？
）
を
背
負
い
込

ん
で
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
、
最
近
は
愛

お
し
く
思
え
、
踏
ま
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
歩
い
て
い
ま
す
。

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館　

響
の
森

�

自
然
解
説
専
門
員　

高
橋　

宏

�
「 

雪
　
虫 

」

氷
ノ
山
か
ら

▲雪面の黒い粒に注意！
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まちのわだい

岡本旺
あ き ひ ろ

大くん「第39回 全国こども絵画コンクール銅賞 受賞」

川戸弘美さん「鳥取県環境立県推進功労者知事表彰 受賞」

1/5
火

1/19
火

　この度、「第39回全国こども絵画コンクール」に於いて、わか
さこども園の岡本旺大くん（４歳）が見事銅賞を受賞されました。
１月５日には小林町長のもとを訪れ受賞の報告をしました。旺大
くんの作品は、～だいすき！ありがとう！～をテーマに、大好きな
クワガタ虫を画用紙いっぱいに力強く描いたものでした。
　このコンクールには、全国から212,843点の応募があり、その
中で特に優れた作品54点が特別賞・金賞・銀賞・銅賞・秀作賞
を受賞し、１月９日（土）～11日（月）の間、東京で開催されたこど
も絵画コンクール展覧会に展示されました。

　このたび、若桜町 米在住の川戸弘美さんが「鳥取県環境立県
推進功労者知事表彰」を受賞され、１月19日（火）に鳥取県庁で
表彰式に出席されました。
　これは、長年にわたる環境保全のための実践活動に係る功績に
よるものであり、川戸さんは、平成27年１月に県の天然記念物に
指定された氷ノ山山頂近くのキャラボクを発見・保全されるなど
氷ノ山の豊かな自然環境の情報発信や、登山者のための環境整備
に尽力されています。

▲左 岡本旺大くん　右 小林町長

▲左 林副知事　右 川戸弘美さん

薮田昌男さん「農林水産大臣賞 受賞」11/20
金

　薮田昌男さんが、第54回農林水産祭参加全国林業経営推奨行
事で、最優秀の農林水産大臣賞を受賞されました。
　全国林業経営推奨行事は、森林の適正な管理並びに林業の技術・
経営の改善に努め、森林の有する多面的機能の発揮及び林業の持
続的かつ健全な発展に寄与している森林の管理経営体を表彰する
ものです。薮田さんは、若桜町林業研究員として、長伐期優良林
モデル「10万ドルの森」の維持に努力していること。シカ被害対策
を工夫し、困難な新植を実施したことなどが高く評価されました。
　今後も、林業者の経営意欲の向上や担い手の育成など、地域林
業の振興・発展へ貢献が期待されます。おめでとうございました。▲賞状を受け取られた薮田昌男さん
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平
成
25
年
２
月
よ
り
若
桜
町
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
（
商
業
部
門
）
と
し
て
活
動
し
て

い
る
石
井
健
治
で
す
。

　

出
身
地
は
島
根
県
松
江
市
、
平
成
17
年
よ

り
米
子
市
で
宝
飾
品
、
婦
人
服
、
バ
ッ
グ
等

の
卸
し
問
屋
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
早
い
も

の
で
今
年
２
月
で
３
年
が
経
ち
、
任
務
も
終

了
と
な
り
ま
す
。

　

協
力
隊
と
し
て
の
任
務
内
容
は
、
鹿
革
を

使
用
し
た
若
桜
町
の
特
産
品
開
発
及
び
町
内

で
の
店
舗
の
開
設
で
す
。
地
元
の
皆
様
の
力

強
い
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
平
成
25
年
11
月

に
道
の
駅
の
向
か
い
に
革
工
房
を
開
設
す
る

事
が
出
来
、
日
々
バ
タ
バ
タ
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

若
桜
町
の
鹿
革
と
の
出
会
い
は
今
か
ら
６

年
前
、
都
会
の
メ
ー
カ
ー
が
作
っ
た
商
品
だ

け
を
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、
何
か
自
分
た

ち
の
手
で
県
内
の
素
材
を
使
っ
た
商
品
が
作

れ
な
い
か
？
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
米
子

の
商
工
会
か
ら
若
桜
町
の
商
工
会
を
通
じ
、

猟
師
の
河
戸
さ
ん
を
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
事
に
始
ま
り
ま
す
。
当
初
は
鹿
革
の
ス
キ

ン
ケ
ア
商
品
だ
け
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、

ご
縁
が
あ
り
若
桜
町
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
に
入
店
す
る
事
に
な
り
今
日
に
至
り
ま

す
。

　

今
は
全
国
的
に
害
獣
問
題
、
そ
れ
を
活
用

し
た
ジ
ビ
エ
等
が
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
が
、

え
、
ひ
と
つ
の
産
業
と
し
て
確
立
し
、
そ
れ

を
次
世
代
に
繋
げ
て
行
く
事
で
す
。
ま
た
主

流
に
な
り
つ
つ
あ
る
ネ
ッ
ト
販
売
等
は
極
力

控
え
、
若
桜
町
に
足
を
運
ん
で
頂
き
、
ど
の

様
な
環
境
で
物
が
作
ら
れ
て
い
る
の
か
？
ど

ん
な
思
い
で
作
ら
れ
て
い
る
の
か
？
と
言
う

事
を
沢
山
の
方
に
感
じ
て
頂
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
そ
れ
が
、
少
し
で
も
若
桜
町
の
観
光

事
業
の
役
に
立
て
ば
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
県
若
桜
町
＝
鹿
革
と
言
う
事
が
全
国

に
定
着
す
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

今
年
２
月
で
任
期
は
終
了
し
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
若
桜
町
を
基
点
と
し
て
進
ん
で
行

き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
元
の
皆
様

に
は
色
々
と
お
世

話
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
と

も
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

私
達
は
そ
れ
を
一
過
性
の
物
に
さ
せ
な
い
た

め
、
ま
た
鹿
革
が
地
域
資
源
と
な
り
地
域
に

還
元
出
来
る
様
に
と
考
え
て
い
ま
す
。始
ま
っ

た
ば
か
り
の
事
業
で
ま
だ
ま
だ
課
題
も
多
い

の
で
す
が
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
地

域
に
還
元
す
る
た
め
の
活
動
も
始
め
る
事
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
一
番
の
目
標
は
、
鹿
革
事
業

が
地
域
の
産
業
に
発
展
し
地
元
雇
用
が
増

◉ 

自
己
紹
介
及
び
任
務
内
容
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊

レ
ポ
ー
ト

第
　 
回
1

Dear＊Deer（若桜町下町）

石井　健治

地域おこし協力隊
とは、人口減少や高
齢化等の進行が著し
い地方において、地
域外の人材を積極的
に受け入れ、その定
住･定着を図ること
で、地域力の維持･
強化を図っていくこ
とを目的とした制度
です。
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ム
ス
テ
イ
を
強

く
希
望
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
昌

は
、
２
０
１
８

年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
備
え

て
宿
舎
の
建
設
、

ス
キ
ー
場
の
整

備
、
特
急
列
車

の
線
路
の
敷
設
、
さ
ら
に
は
至
る
と
こ
ろ

で
道
路
工
事
が
行
わ
れ
、
着
々
と
準
備

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

マ
ス
祭
り
で
は
、
１
ヶ
月
間
の
開
催
中

に
60
万
人
の
人
出
で
賑
う
そ
う
で
あ
り

ま
し
て
、
若
桜
町
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
持
参

し
た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
、
お

酒
（
辨
天
娘
）、栃
よ
う
か
ん
の
無
料
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間

に
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
度
来
ら
れ
る

と
き
は
、
代
金
を
支
払
う
か
ら
辨
天
娘

を
持
っ
て
来
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
も
あ

り
ま
し
た
。

　

平
昌
も
日
本
と
同
じ
く
、
暖
冬
の
影

響
で
ス
キ
ー
場
に
は
雪
は
降
っ
て
い
な

か
っ
た
で
す
が
、
天
気
が
良
く
て
も
気

温
が
低
く
マ
イ
ナ
ス
10
度
位
で
湿
気
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
の
ス
キ
ー
場
も
人
工

降
雪
機
で
雪
を
作
っ
て
お
り
、
ス
キ
ー
場

は
滑
れ
る
状
態
で
あ
り
、
ソ
ウ
ル
か
ら
ス

キ
ー
ヤ
ー
が
貸
切
バ
ス
で
た
く
さ
ん
来
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
学
校
は
２

月
上
旬
ま
で
冬
休
み
で
す
。

　

平
昌
の
郡
守
さ
ん
は
、
４
月
の
上
旬

に
は
、
鳥
取
県
や
若
桜
町
を
訪
問
し
、

２
０
１
８
年
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
広
報

活
動
を
行
う
こ
と
も
約
束
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
若
桜
町
に
来
て
い
た
だ
け
る

４
月
に
は
平
昌
（
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
）

郡
守
が
鳥
取
県
や
若
桜
町
を
訪
問

　

１
月
７
日
か
ら
10
日
ま
で
韓
国
江
原

道
の
平
昌
郡
を
訪
問
し
ま
し
た
。
訪
問

の
目
的
は
、
２
０
１
８
年
平
昌
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
、
町
民
の
方
を
応
援
団
と
し
て

派
遣
す
る
こ
と
と
、
今
後
の
交
流
等
を

話
し
合
う
こ
と
、
ま
た
雪
花
祭
り
、
マ
ス

祭
り
の
参
加
、
若
桜
学
園
と
学
校
交
流

を
行
っ
て
い
る
ポ
ン
ピ
ョ
ン
初
等
学
校
等

を
表
敬
訪
問
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

沈
在
國
（
シ
ム　

ジ
ェ
ッ
グ
ッ
）
平
昌

郡
守
と
お
話
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
友

好
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
若
桜
町

か
ら
は
、
多
く
の
応
援
団
に
来
て
い
た
だ

き
た
い
、
ま
た
、
ス
キ
ー
大
会
、
ソ
バ
づ

く
り
交
流
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
民
間
の

グ
ル
ー
プ
同
士
の
交
流
を
望
ま
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ポ
ン
ピ
ョ
ン
初
等
学
校
の
校

長
先
生
は
、
平
昌
の
子
ど
も
達
に
日
本

の
風
土
や
生
活
様
式
等
を
経
験
さ
せ
て

や
り
た
い
た
め
、
交
流
の
宿
泊
は
、
ホ
ー

の
改
良
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
は
兵
庫
県
側
の
方
に
も
多

額
の
予
算
が
つ
い
て
改
良
が
進
ん
で
い
る

の
で
、
お
礼
を
言
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
井
戸
知
事
か
ら
、
兵
庫
県
側
も
平

成
29
年
度
末
ま
で
に
は
何
と
か
開
通
で

き
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
井
戸
知
事
の
お
話
を
聞
き
、
本
当

に
開
通
が
近
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
国
道
４
８
２
号
に
つ
い
て
は
、
両

県
知
事
の
お
か
げ
で
開
通
が
早
ま
り
ま

し
た
。
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

成
長
す
る
わ
か
さ
こ
ど
も
園
園
児

　

１
月
23
日
、
わ
か
さ
こ
ど
も
園
の
発

表
会
が
あ
り
、
久
し
振
り
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遊
戯
室
は
、
保
護

者
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で

満
席
、
遊
戯
室
が
せ
ま
く
感
じ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
の
演
技
を
し
ば
ら
く
見
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
入
園
し
た
と

き
よ
り
も
、
と
っ
て
も
た
く
ま
し
く
成
長

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
年
長
児
の
バ
ラ
組

は
、
卒
園
も
間
近
に
迫
り
、
体
格
が
大

き
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
も

も
組
の
皆
さ
ん
の
表
情
は
と
っ
て
も
可

愛
か
っ
た
で
す
。

　

町
で
は
、
わ
か
さ
こ
ど
も
園
に
併
設
し

て
、
世
代
間
交
流
施

設
を
建
設
中
で
あ
り

ま
す
。
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

ま
た
わ
か
さ
こ
ど
も

園
補
完
施
設
と
し

て
も
有
効
に
活
用
し

て
、
子
育
て
支
援
を

充
実
い
た
し
ま
す
。

の
は
、
初
め
て
で
す
の
で
、
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

国
道
４
８
２
号
の
改
良

両
県
知
事
と
話
し
合
う

　

昨
年
の
12
月
24
日
、
大
阪
府
立
国
際

会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
関
西
広
域
連
合

の
市
町
村
と
の
意
見
交
換
会
に
出
席
し

ま
し
た
。
鳥
取
県
は
、
関
西
広
域
連
合

に
観
光
部
門
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
医
療

部
門
の
み
に
加
入
し
て
お
り
、
鳥
取
県

か
ら
は
、
平
井
知
事
、
市
長
会
長
の
深

沢
鳥
取
市
長
、
町
村
会
長
の
私
と
３
名

が
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

関
西
広
域
連
合
で
は
平
成
28
年
度
は

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
１
機
増
設
し
て
、
緊
急

時
の
強
化
充
実
を
図
ら
れ
ま
す
。
私
は

充
実
さ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
嬉
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
若
桜
町
で
は
、
米

軍
の
訓
練
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
岩
国
空
港
か

ら
中
国
山
脈
を
通
り
、
若
桜
町
上
空
を

低
空
飛
行
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
氷

ノ
山
ス
キ
ー
場
で
事
故
が
あ
っ
た
場
合
、

豊
岡
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
飛
ん
で
来
ま

す
の
で
、
住
民
の
皆
さ

ん
は
危
惧
し
て
い
る
こ

と
を
会
議
の
中
で
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
も
広
域
連
合
と
し
て

声
を
大
に
し
て
、
国
の

方
に
も
話
す
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
会
議
終
了
後
、
井

戸
兵
庫
県
知
事
、
平
井

鳥
取
県
知
事
と
私
の
３

人
で
、
国
道
４
８
２
号

町長室

「発」
町長
小林昌司

平昌オリンピックのスキー場ジャンプ台

関西広域連合の意見交換会

わかさこども園の発表会
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農業委員会からの
お知らせ がスタート

しました
　暮れの12月28日に臨時の農業委員会を開催し、若桜町ではじめてとなる神直地区での農地中間管理事
業の取り組みに向けた農地利用集積計画と農用地利用配分計画（案）が承認されました。
　農地中間管理事業とは担い手への農地集積と集約化を推進し、農地の有効利用や農業経営の効率化を
図るため、農地の出し手と受け手の間に、営利を目的としない公的機関（鳥取県では鳥取県農業農村担
い手育成機構）が、農地の中間的受け皿となって、安心して農地の貸し借りができる事業です。
　この事業は地域内の農地の一定割合以上を機構に貸し付けた地域に対し、地域集積協力金が交付され
ます。詳しくは、農業委員会事務局、産業観光課にお問い合わせ下さい。

お問い合わせ　　農業委員会事務局　☎(82)2239　役場産業観光課　IP☎9(82)2238

12月28日（月）（臨時）と１月13日（水）に農業委員会を開催しました。

審議事項 審議事項・利用権設定� ９件
・農用地利用配分計画案� １件

・利用権設定� 14件
・農地法第３条の規定による許可申請� １件
・非農地証明について� １件

【12月28日（月）】 【１月13日（水）】

テーマ
「韓国旅行入国審査②」

皆さん、アンニョンハシムニカ！（こんにちは！）役場ふるさと創生課の陳淑子です。
今回は「入国審査」で使われるフレーズの２回目です。

どこに滞在しますか？

オディエソ　　　　 チェリュハムニカ

※①の小さい「ム」は、口を閉じて発音します。
※②の「ン」は、口を開けて発音します。

※③の「ッ」は、上の前歯の裏に舌を付けて発音します。
※④の小さい「プ」は、口を早く閉じて発音します。

①

①

すみません。よくわかりません。

ミアナムニダ。  　　チャル モルゲッスムニダ

ヒルトンホテル(友達の家)に泊まります。

ヒルトゥンホテレソ(チングネチベソ)ムクスムニダ

第12回

帰りの航空券はありますか？

トラガヌン　　　ハンゴンクオヌン イッスムニカ
③② ②

はい、あります。これです。

イエ、  イッスムニダ。　　　  イゴシムニダ。
③ ① ①

①

結構です。楽しい旅行を。

テッスム　ニダ。　チョウン  ヨヘン　テシプシオ
③ ② ④①①

職　員 職　員

職　員

旅行者
旅行者

旅行者

神 直 地 区 で
農 地 中 間 管 理 事 業
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ふれあい交流
センターだより

【記事に関するお問い合わせ】 ☎＆　（82）1602　IP☎9(82)1602
　 kouryuu_center@town.wakasa.tottori.jpふれあい交流センター

Ｑ

A

◦
法 
律 
相 

談
◦

車
両
保
険
が
貰
え
な
い
？

弁
護
士
：
上
田
雅
稔
氏

　

駐
車
場
に
停
め

て
い
た
私
の
自
家

用
車
が
行
方
不
明

に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
私
は
自

家
用
車
が
盗
ま
れ

た
と
き
の
た
め
に

車
両
保
険
に
入
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、

早
速
保
険
会
社

に
車
両
保
険
を
請

求
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
保
険
会
社

は
盗
難
か
ど
う
か

不
明
で
あ
る
と
主

張
し
て
、
保
険
金

の
支
払
を
拒
絶
し

ま
し
た
。
こ
の
保

険
金
支
払
拒
絶
は

違
法
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

車
両
保
険
と
は
、
盗
難
、

自
損
事
故
の
場
合
や
、
事
故

の
相
手
方
が
任
意
保
険
未
加

入
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由
に

事
故
の
相
手
方
か
ら
賠
償
を

得
ら
れ
な
い
場
合
に
、
補
償

を
得
る
た
め
に
加
入
す
る
保

険
で
す
。

　

車
両
保
険
を
請
求
す
る
た

め
に
は
、
事
故
の
発
生
が
被

保
険
者
の
意
思
に
基
づ
か
な

い
も
の
、
す
な
わ
ち
被
保
険

者
が
故
意
で
事
故
を
引
き
起

こ
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
か
つ
て

は
被
保
険
者
に
お
い
て
証
明

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
考
え

方
に
よ
る
と
、
保
険
会
社
の

支
払
拒
絶
が
容
認
さ
れ
る
余

地
が
大
き
く
な
り
、
現
実
に

も
保
険
会
社
に
よ
る
保
険
金

支
払
拒
絶
を
合
法
と
判
断
し

た
裁
判
例
も
多
く
存
在
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
最
高
裁

は
事
故
の
発
生
が
被
保
険
者

の
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
保
険
会
社
に
お
い
て

証
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
旨
判
断
し
ま
し
た
。

　

こ
の
最
高
裁
の
考
え
方
に

よ
る
と
、
本
件
に
お
い
て
自

家
用
車
が
第
三
者
に
持
ち
去

ら
れ
た
事
実
を
あ
な
た
が
証

明
で
き
れ
ば
、
あ
と
は
保
険

会
社
に
お
い
て
あ
な
た
が
盗

難
事
故
を
偽
装
し
た
こ
と
等

を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
限
り
、
保
険
金
支
払
い
を

拒
絶
す
る
こ
と
は
違
法
と
な

り
ま
す
。
具
体
的
な
手
続
等

は
法
律
相
談
窓
口
に
て
ご
相

談
下
さ
い
。

【２月の消費生活相談】
【と　き】2月9日(火)・16日(火)・23日(火)
　　　　�3月1日(火)　9時～16時
【ところ】地域福祉センター　ドリーミー
【電　話】☎(71)0822　　IP☎9(71)0822

【２月の法律相談】
【と　き】2月9日(火)　13時30分～16時
　　　　※要予約
【ところ】地域福祉センター　ドリーミー
【電　話】☎(82)0254　　IP☎9(82)0254

相
談
事
例

ア
ド
バ
イ
ス

若桜氷ノ山樹氷太鼓の会の
備品を購入しました
　財団法人自治総合センターは、宝くじの社会貢献広
報事業として、地域社会の健全な発展と住民福祉の向
上を目的とした地域活動に助成支援を行っています。
　この宝くじ助成事業を活用して、若桜氷ノ山樹氷太
鼓の会の備品（かつぎ桶太鼓、ヒノキバチ、袖無し袢
天、帯、ねじりはちまき、団扇太鼓等）を購入しました。

宝くじ助成金事業

▲購入したかつぎ桶太鼓

平成
27年度 （コミュニティ助成事業）

一
人
で
悩
ま
ず
、

　
　
　
　
ま
ず
相
談
を
！
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ふれあい交流
センターだより

【記事に関するお問い合わせ】 ☎＆　（82）1602　IP☎9(82)1602
　 kouryuu_center@town.wakasa.tottori.jpふれあい交流センター

支
払
拒
絶
を
合
法
と
判
断
し

た
裁
判
例
も
多
く
存
在
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
最
高
裁

は
事
故
の
発
生
が
被
保
険
者

の
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
保
険
会
社
に
お
い
て

証
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
旨
判
断
し
ま
し
た
。

　

こ
の
最
高
裁
の
考
え
方
に

よ
る
と
、
本
件
に
お
い
て
自

家
用
車
が
第
三
者
に
持
ち
去

ら
れ
た
事
実
を
あ
な
た
が
証

明
で
き
れ
ば
、
あ
と
は
保
険

会
社
に
お
い
て
あ
な
た
が
盗

難
事
故
を
偽
装
し
た
こ
と
等

を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
限
り
、
保
険
金
支
払
い
を

拒
絶
す
る
こ
と
は
違
法
と
な

り
ま
す
。
具
体
的
な
手
続
等

は
法
律
相
談
窓
口
に
て
ご
相

談
下
さ
い
。

門松づくり12月26日 ▼27日

　地域の有志の皆さんの協力で、とても立
派な門松が出来上がり、高野老人憩の家の
玄関が門松飾りで華やかになりました。あ
りがとうございました。

今月のことば 良くないと　思う気持ちを　実行に

２月の
行事予定

19日（予定）減塩みそ作り
21日　スキー教室（交流事業）
26日　健康づくり教室（食生活改善推進委員・保健センターと合同）

健康づくり教室�（七草がゆ）１月７日
▲有志の皆さん

▲昨年を思い出しながらの作業

▲高齢者の七草がゆ食事会

とんど焼き１月11日

　門松の片付けを兼ねて地域の有志の方に
協力していただき、毎年始めに行っている
伝承行事として「とんど焼き」を開催しま
した。「地域の子どもたちに、ふるさとのお
もいでを！」との願いをこめ、また、子ども
たちが成長する上で大切な地域とのつなが
り、人と人との関わりを創ることを目的とし
ています。
　天高く燃え立つ炎の中に正月飾や書初め
を焼いて新年の願いを込めました。また、
竹竿につるした餅を火にあぶって、ぜんざ
いを作り皆で食べながら今年の無病息災を
祈りました。

　七草粥をたべるのは、正月のご馳走で疲れた胃をいたわっ
たり、緑が少ない冬の栄養源として、ビタミンを補給する意
味があるそうです。
　地域の高齢者が新年の挨拶をしながら1年を健康で暮らせ
ることを願い、七草粥を皆で味わい、体を温めました。
「いつまでも元気で長生きしてください。」

▲�（書初め）字が上手になり
ますように！

竹竿でつるした餅

▲

▲「ぜんざい」を食べて
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ほんのひろばだよりほんのひろばだより 2016.2
№137
2016.2
№137

【開館時間】 10時～18時

利用者カードの申し込み（無料）で、どなたでもご利用いただけます。
【休館日】毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日・年末年始
【貸出冊数と期間】1人５冊まで、２週間

わかさ生涯学習情報館   ☎(82)6860  IP9(82)6860  　(82)6861
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文　学 そ　の　他
・ユートピア 湊　かなえ ・一〇〇歳が聞く一〇〇歳の話 日野原　重明

・地に巣くう あさの　あつこ ・大世界史 池上　彰

・世にも奇妙な君物語 朝井　リョウ ・真田昌幸 黒田　基樹

・ロゴスの市 乙川　優三郎 ・毎日おいしい豆レシピ 堤　人美

・師走の扶持 澤田　瞳子 ・「めんどくさい」をやめました。 やました　ひでこ

・ヨイ豊 梶　よう子 ・カーテンコール 川島　なお美

・房総の列車が停まった日 西村　京太郎 ・ｄａｎｃｙｕパスタの本。 プレジデント社

・ＧＯＳＩＣＫ　ＰＩＮＫ 桜庭　一樹 ・いい猫（こ）だね 岩合　光昭

・天下人の茶 伊藤　潤 ・国境のない生き方 ヤマザキ　マリ

・モナドの領域 筒井　康隆 ヤングアダルト
・あの人が同窓会に来ない理由 はらだ　みずき ・大人になるっておもしろい？ 清水　真砂子

・終の日までの 森　浩美 ・都会（まち）のトム＆ソーヤ　１３ はやみね　かおる

・大川契り 西條　奈加 児　童　書
・運命の花びら　　上・下 森村　誠一 ・紙ひこうきクラフトスクール ぽるぷ出版

・魔女の封印 大沢　在昌 ・子犬工場 大岳　美帆

・罪人よやすらかに眠れ 石持　浅海 ・しゅるしゅるぱん おおぎやなぎ　ちか

・消滅世界 村田　沙耶香 ・セネガル 小松　義夫

・武揚伝　　上・中・下 佐々木　譲 絵　本
・バタフライ 平山　瑞穂 ・いろとりどり マーカス　フィスター

・アレス 神永　学 ・いちばんのなかよしさん エリック　カール

・図書室で暮らしたい 辻村　深月 ・あるひ、いつものがくどうで。 サトシン

・娘になった妻、のぶ代へ 砂川　啓介 ・すすめ！ゆきのきゅうじょたい 竹下　文子

・クローヴィス物語 サキ 郷　土
・『罪と罰』を読まない 岸本　佐知子 ・情脈　　第12号 情脈短歌会

★この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。�

新　着　図　書 2015.12.31まで

温 水プールわかさ だより ☎＆
（82）２３０６ＮＯ.122

２０１６ ２月号

【営業日】 水・木・土・日曜日／10 時 30 分～18 時 30 分　月・金曜日／12時～20 時 【休館日】 毎週火曜日

わかさスイミングスクールからの報告若桜町健康ポイント事業が
2月28日まで
となっております！

がポイ
ま
ま

イント事業ががイント事業が
まで
ます
で
す
で
す！

ＰＯＩＮＴ ＣＡＲＤ
Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

　温水プールでも、ポイントがもらえます。
プールで運動をして健康を保ち、そしてポ
イントをためて商品券をゲットしませんか？
　これからの季節、外でのウォーキングは
つらいものです。温水プールは冬でも暖か
な水の中で体力維持や筋力強化が図れま
す。ぜひ、ご利用ください。

　昨年12月13日に行われた鳥取県室内大会
では、入賞者が出るなど全員自己ベストを更
新して好成績を残しました。
　活動を始めて約９カ月、子どもたちは一生
懸命練習し、力をつけています。特に強化選
手は、2月21日に行われる全国JOCジュニア
オリンピックカップ春季水泳大会鳥取県予選
大会に向け、厳しい練習に励んでいます。応
援よろしくお願いいたします。

※ご利用のお客様には大変ご迷惑をおかけしておりますが、ご協力をよろしくお願いいたします。

成績などは
わかさ温水プールにて
掲示しています
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▲真剣に書き初めをする参加者
▲初めての餅つきに挑戦

▲楽しそうなじゃんけん列車

▲手あそびを楽しむ子どもたち

　

公
民
館
と
教
育
委
員
会
の
『
わ
か
さ
子
ど
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』
と
の
コ
ラ
ボ
事
業
で
書
き
初
め
と
餅

つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
29
名
は
、
講
師
の
米
原
重
雄
さ
ん
か
ら
筆

の
持
ち
方
や
書
く
と
き
の
姿
勢
な
ど
の
指
導
を
受
け
、

学
年
ご
と
に
出
さ
れ
た
お
題
を
お
手
本
に
し
な
が
ら

精
神
を
統
一
し
て
筆
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

　

書
き
初
め
終
了
後
は
楽
し
み
な
餅
つ
き
。

　

杵
で
餅
を
つ
い
て
み
た
い
と
志
願
す
る
子
も
あ
り
、

公
民
館
職
員
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
餅

つ
き
を
体
験
し
ま
し
た
。
杵
の
重
さ
に

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
み
ん
な
の
力
で

餅
が
つ
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

つ
き
あ
が
っ
た
餅
は
、
ぜ
ん
ざ
い
や

き
な
こ
、
味
噌
汁
で
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▪ 

新
春
書
き
初
め
＆
餅
つ
き

　
　
　

～
公
民
館
＆
『
わ
か
さ
子
ど
も

　
　
　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
コ
ラ
ボ
事
業
～

　

12
月
12
日
（
土
）、
恒
例
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
わ
か
さ
読
み
聞
か
せ

グ
ル
ー
プ
「
も
こ
も
こ
」
に
よ
る
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
や
ペ
ー
プ
サ
イ
ト
、
大
型
絵
本
、

じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
も
こ
も
こ
」
メ
ン
バ
ー
の

君
野
さ
ん
親
子
に
よ
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
メ

ド
レ
ー
」
が
ピ
ア
ノ
演
奏
さ
れ
、息
の
あ
っ

た
演
奏
に
会
場
内
か
ら
「
す
ば
ら
し
い
！

す
ご
ー
い
！
」
と
称
賛
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！
」
と
サ

ン
タ
さ
ん
が
登
場
。
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
子

ど
も
た
ち
に
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
と
飴
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
嬉
し

そ
う
で
し
た
。

　

最
後
は
、
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
に
イ
チ
ゴ

や
チ
ョ
コ
、
生
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
ト
ッ
ピ

ン
グ
し
て
ケ
ー
キ
を
作
り
、
一
足
早
い
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
満
喫
し
ま
し
た
。

▪ 

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
満
喫

　
　
　
　

～
ク
リ
ス
マ
ス
会
～

公
民
館
ひ
ろ
ば
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１
月
17
日

（
日
）、
若
桜
味

工
房
で
味
噌
づ

く
り
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　

体
験
は
、
麹

を
ほ
ぐ
し
て
塩

と
混
ぜ
合
わ
せ

る
工
程
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

蒸
せ
た
大
豆
を
40
℃
に
冷
ま
す
の
に
、
扇
風
機

を
あ
て
な
が
ら
混
ぜ
る
こ
と
数
分
。

　
「
寒
い
な
～
」、「
代
わ
ろ
う
か
」、「
風
邪
ひ
か
ん

で
な
」
な
ど
の
言
葉
が
飛
び
交
う
中
、
交
替
し
な

が
ら
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
工
程
は
、
大
豆
と
麹
を
混
ぜ
た
も
の
を
ミ

ン
チ
に
か
け
る
人
、
ミ
ン
チ
に
か
け
た
大
豆
を
丸

め
る
人
、
味
噌
を
は
か
る
人
、
洗
い
物
を
す
る
人

と
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
、
50
㎏
の
味
噌
を
完
成

さ
せ
講
座
を
修
了
し
ま
し
た
。

　

12
月
13
日
（
日
）、
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
体
験
講
座
で

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

30
名
の
受
講
生
が
ふ
わ
ふ
わ
、
も
こ
も
こ
の
羊

毛
フ
ェ
ル
ト
を
専
用
の
針
を
使
っ
て
、
チ
ク
チ
ク

さ
し
固
め
る
作
業
に
熱
中
し
て
雪
だ
る
ま
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　

帽
子
や
マ
フ
ラ
ー
に
こ
だ
わ
っ
て
雪
だ
る
ま
を

作
る
受
講
生
も
多
く
見
ら
れ
、
予
定
し
て
い
た
２

時
間
を
大
幅
に

超
過
し
ま
し
た

が
、「
可
愛
い

リ
ー
ス
が
で
き

た
！
」
と
満
足

し
て
帰
っ
て
行

か
れ
ま
し
た
。

▲チクチク雪だるまづくりに熱中する参加者

▲蒸した大豆を冷ます

郷
土
文
芸���　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 
川　

柳　
（
さ
く
ら
吟
社
）

 
俳　

句　
（
鶴
尾
句
会
）

大
焚
火
噂
話
を
燃
し
を
り�

山
本　

小
品

冬
は
じ
め
村
を
去
る
人
戻
る
人�

�

竹
本　

光
子

手て
び
さ
し庇
に
初
冠
雪
の
山
仰
ぐ�

田
島　

富
子

寒
空
の
砂
丘
に
ネ
オ
ン
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン�

山
根　

里
江

風
わ
た
る
黄
葉
あ
か
り
の
道
百
里�

福
田　

瓔
子

シ
ク
ラ
メ
ン
今
年
も
会
え
た
ピ
ン
ク
色�

茗
荷　

恵
子

最
終
を
飾
る
一
句
を
残
し
た
い�

車
井　

信
恵

歳
末
の
暦
に
詫
び
て
ば
か
り
い
る�

門
村　

千
代

今
年
の
罪
忘
年
会
で
流
そ
う
よ�

中
田　

房
江

お
料
理
に
愛
の
魔
法
を
振
り
か
け
る�

山
本　

延
子

プ
ラ
イ
ド
を
少
し
残
し
て
八
十
路
旅�

永
原　

昌
鼓

衝
動
買
い
三
日
も
す
れ
ば
虚
し
さ
が�

谷
口　

史
子

客
ひ
と
り
終
着
駅
の
終
列
車�

福
田　

瓔
子

手
が
出
な
い
蟹
の
ブ
ラ
ン
ド
五
輝
星�

君
野　

和
子

ま
つ
り
後
の
な
ん
と
虚
し
い
ゴ
ミ
の
山�

倉
益　
一
瑤

今
日
も
ま
た
生
き
る
証
し
の
飯
を
炊
く�

西
谷　

幸
子

蔦
の
葉
が
石
塀
を
這
う
秋
の
暮
れ�

矢
部　

節
子

虚
し
さ
を
笑
い
飛
ば
し
て
希
望
湧
く�

土
岐　

昌
子

窓
閉
め
て
言
い
争
い
の
続
き
か
な�

山
根　

登
世

溜
め
息
を
飲
み
込
ん
で
い
る
十
二
月�

山
本　

欣
和

孫
が
増
え
出
費
が
か
さ
む
年
の
暮
れ�

藤
原　
一
也

一
日
の
お
わ
り
は
い
つ
も
ス
ト
レ
ッ
チ�

藤
原�

理
人（
小
二
）

年
金
が
病
院
代
に
追
い
越
さ
れ�

両
川　

洋
々

育
児
書
を
閉
じ
て
個
性
の
芽
を
伸
ば
す�

両
川　

無
限

貧
乏
の
お
か
げ
で
人
の
恩
を
知
る�

川
上　
　

巧

老
い
た
っ
て
遣
り
た
い
こ
と
は
全
部
や
る�

竹
口　

清
信

八
十
年
生
き
た
証
し
が
何
も
な
い�

岡
崎　

彰
夫

終
わ
り
ま
で
答
の
で
な
い
旅
で
あ
る�

藤
原　

鬼
桜

▪ 
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
作
る

　

 
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

　
　

～
羊
毛
フ
ェ
ル
ト

　
　
　
　

体
験
講
座
～

▪ 

分
担
作
業
で

 

味
噌
づ
く
り

　
　

～
味
噌
づ
く
り

　
　
　
　

体
験
講
座
～
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お知らせ
伝統的建造物群保存対策調査
中間報告会の開催について

税理士記念日
『税理士による税の無料相談会』

　右記のとおり平成28年度の因幡霊場休場日をお知らせ
します。

　宿内に残る歴史的建造物の保存対策に向けて、今年度
より調査を行っています。今回は調査の中間報告とあわ
せて、保存対策のための制度について説明を行います。
【日時】２月20日(土)14時～16時
【会場】若桜町公民館�集会室
【内容】①保存対策調査の概要について
　　　　　（報告者：奈良文化財研究所研究員）
　　　 ②伝統的建造物群保存地区制度について
　　　　　（報告者：文化庁調査官）
【お問い合わせ】教育委員会事務局
☎(82)2213　IP☎9(82)2213

【日時】平成28年２月20日（土）午前10時～午後４時
【会場】とりぎん文化会館　２階　第２会議室
【担当】中国税理士会鳥取支部所属　税理士
【お問い合わせ】
中国税理士会鳥取支部事務局　☎0857(26)9563

平
成
28
年

４月18日（月） ９月13日（火）

５月17日（火） 10月18日（火）

６月14日（火） 11月16日（水）

７月12日（火） 12月20日（火）

８月22日（月）

平
成
29
年

１月１日（日）

１月18日（水）

２月16日（木）

３月17日（金）

【お問い合わせ】
鳥取県東部広域行政管理組合　☎0857(26)0532
役場町民福祉課　☎(82)2233　IP☎9(82)2232

小さな掛金・大きな補償  スポーツ安全保険
【対象となる事故】グループ活動中の事故・往復中の事故
【保険期間】平成28年４月１日０時～平成29年３月31日12時まで（団体活動を行う４名以上の方々でご加入ください。）

【お問い合わせ】スポーツ安全協会鳥取支部　☎0857（26）7802

加　入　対　象 年間掛金
（１人当たり）

傷害保険（保険金額）
死　亡 後遺症（最高） 入院（日額） 通院（日額）

こども（中学生以下）
大人の文化・ボランティア・地域活動（高校生以上） 800円 2,000万円 3,000万円 日額

4,000円
日額

1,500円
大人のスポーツ活動（高校生以上64歳以下） 1,850円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
65歳以上のスポーツ活動 1,200円 600万円 900万円 1,800円 1,000円
危険度の高いスポーツ活動 11,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円

対人・対物賠償合算１事故５億円
ただし、対人賠償は１人１億円限度

突然死（急性心不全、脳内出血等）葬祭費用
支払い限度額180万円

賠償責任保険
（免責金額なし）

突然死葬祭
費用保険

スポーツ・文化・ボランティア活動
などの団体活動に最適な保険です。

平成28年度因幡霊場の休場日について

税務署からのお知らせ

平成27年分の確定申告会場は
鳥取市役所駅南庁舎　地下１階です。

� (鳥取市富安二丁目138-4)　　　　　　　　
【期間】平成28年２月16日（火）～３月15日（火）
（２月21日、2月28日の日曜日に限り、申告の相談や窓口
での申告書の受付を行います。）
【受付時間】９：00～16：00
※�確定申告会場の設置期間中は鳥取税務署での申告相談
を実施していませんのでご注意ください。
※�鳥取税務署の駐車場をご利用いただけますが、混雑が
予想されますので、公共交通機関をご利用ください。

【お問い合わせ】鳥取税務署　☎0857（22）2141
※音声ガイダンスに従い「2」を押してください。

①税務署に出向く必要なし！
②いつでも利用可能！
③自動計算機能！
④前年データの利用可能！

「確定申告書等作成コーナー」のメリット
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お知らせ

手づくり作品愛好家さん募集

戸籍の窓口
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

※
1
月
22
日
届
出
分
ま
で

三　

倉　

盛
田　

陽ひ
な
と翔

ち
ゃ
ん

栄
一
さ
ん
・
麻
美
さ
ん
の
男
の
子

須　

澄　

工
藤　

朴ほ
お
ず
き灯

ち
ゃ
ん

力
斗
さ
ん
・
佐
文
さ
ん
の
男
の
子

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

※
1
月
22
日
届
出
分
ま
で

農
人
町　

三
田　
　

広
さ
ん�

82
歳

下　

町　

見
倉　
　

毅
さ
ん�

70
歳

上　

町　

渡
邉　

治
誠
さ
ん�

95
歳

大　

野　

西
本
多
津
子
さ
ん�

92
歳

岩
屋
堂　

大
谷　

末
子
さ
ん�

77
歳

西　

町　

平
家　

義
隆
さ
ん�

74
歳

上　

町　

渕
見　

政
雄
さ
ん�

90
歳

山
田
町　

車
井　

輝
子
さ
ん�

91
歳

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

香
典
返
し
と
し
て
若
桜
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
1
月
22
日
届
出
分
ま
で

屋
堂
羅　
小
林　

俊
介
さ
ん�

祖
母
み
き
さ
ん

西　

町　
中
村
美
佐
子
さ
ん�

母
盛
本

子
さ
ん

農
人
町　
三
田　

信
孝
さ
ん�

父�

広　
さ
ん

大　

野　
西
本　

正
敏
さ
ん�

母�

多
津
子
さ
ん

西　

町　
平
家
壽
榮
子
さ
ん�

夫�

義
隆
さ
ん

岩
屋
堂　
大
谷　

壽
雄
さ
ん�

妻�

末
子
さ
ん

シルバー人材センターがお手伝いします！

墓地の清掃 タンスなどの解体

襖・障子の張り替え

【仕事依頼・お問い合わせ】
若桜町シルバー人材センター
（若桜町公民館２階）
☎(71)0411　IP☎9(71)0411

草刈り

＜２月リサイクルファクトリー・スケジュール＞
リファーレンいなば

内　容 日　時 定員 費用
ガラスの
飾り絵

２月４日（木）
10時～12時 ５人 100円

木工　お雛様 ２月７日（日）、18日（木）
10時～12時 ４人 100円

健康布ぞうり ２月12日（金）
10時～15時 10人 100円

裂き織り ２月20日（土）
10時～15時 ４人 実費

紙パックの
正座イス

２月25日（木）
10時～15時 10人 無料

※詳しくは、電話でお問い合わせください。
※上記以外の体験講座や、外部出張も行います。
　お気軽にご相談ください。
【教室参加申込・お問い合わせ】
リファーレンいなば（鳥取市伏野2220）☎0857(59)6026
【休館日】月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

　３月６日（日）に「手づくり作品発表・展示会」を開
催します。つきましては出展者を募集します。この機会
に自慢の逸品を発表・展示（一部販売可）してみませんか。
【募集期間】２月２日（火）～２月20日（土）
【発表料】無　料
【その他】出展は東部圏域の方のみ。業者・小中高生の
方は不可。食品不可

危ない！道路に張り出した枝の
切り取りにご協力をお願いします。

　右記図のように道路に隣接する個人宅等や山林から道
路上に枝などが張り出している事例が見受けられます。
これらが原因となり、事故が発生した場合には、所有者
が賠償責任を負わなければならなくなることもあります
ので、所有地を見回りしていただき、お手入れをしてい
ただくようご協力をお願いします。
【お問い合わせ先】県道及び国道482号について
八頭県土整備事務所維持管理課　管理担当
☎（72）3862　 （72）3244
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さ

講師：沼田 正俊氏 （元林野庁長官）

～木材、木質バイオマスの積極的活用～
「林業の成長産業化と地方創生」

【日時】　平成28年3月5日（土）
　　　　13時30分～
【場所】　若桜学園「さくらホール」

【主催】　若桜町・八頭中央森林組合

今月のイベ
ント告知

若桜町 森
林・林業

フォーラム

2/21 日

2月29日（月）
税金・
保険料

2月の2月の

納期限

こんにちは
移動町長室

1,446戸（△1）

（平成28年１月１日現在）
住民基本台帳に記載された外国人を含む

世帯

3,505人（△7）人口 男性／1,658人（△3）
女性／1,847人（△4）

毎月第3水曜日は、ノーマイカーデーです

　　　 ◆第21回西日本雪合戦大会
　　　　6日㊏
　　　　7日㊐
  7日㊐◆休日がん検診

  9日㊋◆人権相談

　　　 ◆行政相談

　　　 ◆法律相談

9日㊋・16日㊋・23日㊋・3月1日㊋
　　　 ◆消費生活相談

18日㊍◆障がい者相談

20日㊏◆伝統的建造物群保存対策調査中間報告会

  3日㊍◆乳幼児健診

  5日㊏◆若桜町森林・林業フォーラム

  6日㊐◆わかさの保健医療を考える集い

12時45分～受付

13時30分～

13時～15時30分

【保健センター】

【若桜学園さくらホール】

　【若桜町公民館】

時間／9時～11時
場所／糸白見（糸白見公民館）

今月
の

※たばこは若桜町内でお買い求めください。（若桜町の税収となります）

人口と世帯数（対前月増減）

森林･林業フォーラム

子育てひろば　おもちゃ作り
2月16日（火） 10時～12時 ゆうゆうわかさ２階

乳幼児相談
2月23日（火） 13時30分～16時

ゆはら温泉の日 入浴料半額 
2月18日（木）

遊びの広場
毎週火・木曜日 ９時30分～12時 ゆうゆうわかさ２階

ゆはら温泉

□ 固定資産税（第４期）
□ 後期高齢者医療保険料（普通徴収）（第４期）

３月

2月の行事予定

【ふれあい広場　
　　　（旧若桜中学校校庭）】

　　　  12時30分～
　　　  8時40分～

8時30分～10時受付

9時～12時

9時～12時

13時30分～16時

9時～16時

9時～12時

14時～16時

【保健センター】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【若桜町公民館集会室】

子育て支援センター  

町内在住の飲酒
運転違反者
（平成27年
４月１日～12月31日）

1人郡家警察署
管内

保健センター

C
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号

2016年
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介
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控
除
に
つ
い
て

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
は
連
絡
を

平
成
28年

若
桜
町
成
人
式

南
三
陸
町
レ
ポ
ー
ト

020304

軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正
に
つ
い
て

緊
急
情
報
カ
ー
ド
を
活
用
し
ま
し
ょ
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高
齢
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防
接
種
を
お
忘
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な
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ま
ち
の
わ
だ
い

地
域
お
こ
し
協
力
隊
レ
ポ
ー
ト

0506070809

１
月
３
日（
日
）、若

桜
町
公
民
館
で
成
人
式
を
開
催
し
、37
名
の
新
成
人

を
祝
い
ま
し
た
。新
成
人
の
皆
様
、ご
家
族
の
皆
様
、心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

１
月
３
日（
日
）、若

桜
町
公
民
館
で
成
人
式
を
開
催
し
、37
名
の
新
成
人

を
祝
い
ま
し
た
。新
成
人
の
皆
様
、ご
家
族
の
皆
様
、心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
28年

若
桜
町
成
人
式

成人健康相談
3月4日（金） 9時～12時

若桜町

特
別
講
演

入場
無料

※お車での来場は中之島公園臨時駐車場へ
　シャトルバス送迎

　　　　13時30分～
【場所】　若桜学園「さくらホール」

【主催】　若桜町・八頭中央森林組合

※お車での来場は中之島公園臨時駐車場へ
　シャトルバス送迎
※お車での来場は中之島公園臨時駐車場へ
　シャトルバス送迎
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